
土佐市の医療救護の目指す姿　 南海トラフ地震(L1)、夏の昼12時に発生したと想定

※１：医療機関アンケート調査（H27.6）による把握

※2：医療従事者数（）は、土佐市在住者数（別掲）

医薬品在庫管理 

投薬所 （拠点調剤薬局） 

      医療救護所  
【医師１１名(５名)､看護師21名(14名)】  

                       ※1・※２ 

災害拠点病院・救護病院  （土佐市民病院）  
  【医師18名(3名)、看護師134名(58名)】 ※1・※2  

救 護 室 
（外来患者・急患等） 

津波浸水外地域
入院患者数（※1） 病床数 空床数(※1)

病院（2） 227 258 31
有床診療所(2) 22 38 16

計 249 296 47

外来患者数(※1) 救急患者数(※1)

病院 513 2
有床診療所 190 0

計 703 2

土佐市の総人口 28,331人 

  （H26.12.31現在） 

 ・負傷者総数   384人  

  ● 38人 ● 77人  ● 269人   
 ・外来患者数（平時）※１ 703人 

 ・救急患者数（平時）※１    2人 

負傷者等の流れ 

発災後、仮設医療救護所の

開設と道路啓開が不可欠 

谷地地区 

仮設医療救護所 

福祉避難所・病院 等 

土佐市の人口 28,331人

（H26.12.31現在）

・負傷者総数 384人

● 38人

● 77人

● 269人

・死亡者数● 913人

・避難者数 6,643人

竜地区 

土 佐 市 災 害 対 策 本 部  （土佐市防災ｾﾝﾀｰ） 
 厚生部 総務部 経済部・土木部・教育部・防衛部 病院部（病院事業管理者） 

土佐市民病院災害対策本部 （災害拠点病院 ・救護病院） 

 ・本部長（病院事業管理者） ・副本部長（院長） 

   診療本部  
院長は災害医療ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰと 

県災害医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀを兼務 

・赤ｴﾘｱ ・黄ｴﾘｱ ・黒ｴﾘｱ       

管理本部 
・事務長 ・経営管理室長 

           ・医務課長 

           ・中央診療科長    

土佐市保健福祉ｾﾝﾀｰ 

病院と老健 
【医師８名､看護師 

 62名(26名】 

避難所 

   津波浸水内地域   ※1･※２   

 【医師３名(2名)､看護師4名(2名)､救急救命士1名】    

仮設医療救護所 

負傷者 
重点継続医療者（在宅） 

通院患者(慢性疾患等) 

避難者 

要配慮者 

津波浸水外地域 
【救急救命士16名】※１  

避難所 

医療受付（ﾌﾟﾚﾄﾘｱｰｼﾞ） 

負傷者 
重点継続医療者（在宅） 

通院患者(慢性疾患等) 

避難者 

要配慮者 

・負傷者 

・重点継続医療者(透析等) 

・救急患者（重症） 

・重症患者（赤） 

・中等症患者（黄） 

・重点継続医療者(透析等) 

・通院患者 

  （慢性疾患等） 

・要医療者 

須崎市 
・負傷者 ●   59人 

       ● 118人 

・重点継続医療者 

・救急患者等 

DMAT活動拠点本部 

避難所の状況把握とｱｾｽﾒﾝﾄ 
（MCA無線・衛星携帯電話・メール・人力）   

・被害状況や道路啓開情報の収集  

・重油やガソリン、食糧の調達 

・搬送手段等の確保 等 

○無床診療所の医師・看護師等→土佐市民病院に参集し、院長の指示を受 

                      け活動開始 （医療救護所・救護室） 

○薬局薬剤師→保健福祉センターに参集し、活動開始 

                     （拠点薬局・医療救護所・救護室）   

目指す姿：土佐市災害対策本部厚生部は､市災害医療ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ兼県災害医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀである土佐 

               市民病院院長の医学的な助言を受け､市全体の医療救護活動の総合調整を行います。 

               土佐市民病院を核とし､地域の人や物を総動員し､総力戦で官民協働による医療救護活動 

               体制の整備に向け取り組み、助かった命をつなぎます。 

災害時の救護活動体制 

目指す姿の実現に向けた課題 
【内陸地域】 ① 医療受付の運営体制と中等症者等の受入れ先の確保 ② 救護室の設置場所や体制整備、医療資機材の確保 ③ 有床診療所への自家 

          発電機の整備 ④ 拠点薬局の運営体制と自家発電機の整備 ⑤ 訓練検証による目指す姿の見直し ⑥ 須崎市からの流入者対策  

【浸水地域】 ① 県道39号線（道路・塚地ﾄﾝﾈﾙ・弥九郎橋）の安全確保 ②仮設医療救護所（建物）と運営体制の整備 ③ 病院入院患者の受入れ先確保      


